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○●○ 日本高等教育学会第 10回大会参加報告 ○●○ 
 2007年 5月 26日（土）、27日（日）の 2日間、名古屋大学で開催された標記大会に参加した。公
開シンポジウム「いま、求められる高等教育研究とは？」、課題研究発表 2 件「青年期教育としての
大学教育」、「専門職大学院における学位と知」、自由研究発表 21 部会 70 件と質、量とも多く、非常
に内容の濃い大会であった。金沢大学大学教育開発支援センターのメンバーも、自由研究として、「教
員組織部会」において「教員組織改革の現状と方向性 －文科省委託アンケート調査の専門分野別分






















① カリキュラムの開発プロセスがみえる！  
② 名古屋大学の文脈にそくした「よりよいカリキュラム」を創るには？ 
③ 意欲の高い学生をさらに伸ばそう 
④ 「レベル」と「コア」から考えるカリキュラムデザイン  
⑤ 成人学習者のニーズにはどういった特徴がある？ 
⑥ フォーカスグループインタビューのコツ  
⑦ 学生の到達度を明確にする成績評価方法：GPA  
⑧ 教育効果の測定は一日にして成らず  
⑨ 大学のカリキュラムはどう規定されているのか①－大学設置基準を読む  
⑩ キャップ制を導入する前に考えること  
⑪ 大学のカリキュラムはどう規定されているのか②－認証評価基準を読む  
⑫ コースレベルのデザインの流れ  
⑬ カリキュラムの質的向上を考えるための視点  



















いては、内線 5858 または horii@ge.kanazawa-u.ac.jp までお問い合わせいただければ対応させてい
ただくつもりである。                           （文責 教育支援システム研究部門 堀井祐介） 
 
○●○ 高等教育に関連する学会・セミナー情報 ○●○ 




・6月 2日（土）13:00～17:00 私立大学フォーラム「大学の地域貢献とは何か」（日本私立大学連盟） 
講演：佐野 太（文部科学省研究振興局研究環境・産業連携課長） 
パネリスト： 仙道富士郎（山形大学学長）、木本圭一（関西学院大学学長補佐）、 
      伊藤雅夫（東京農業大学オホーツクキャンパス生物産業学部長） 
会場：パレス宮城野２階「はぎの間」（仙台市青葉区上杉 3-3-1） 
※ 詳細は、http://www.shidairen.or.jp/blog/files/doc/20070419_b01_01.pdf 
